
MACF礼拝説教要旨 
2020年10月18日 
「うめきを聴かれる神」 

ローマの信徒への手紙8章18節～27節 
18 現在の苦しみは、将来わたしたちに現される
はずの栄光に比べると、取るに足りないとわたし
は思います。 
19 被造物は、神の子たちの現れるのを切に待ち
望んでいます。 
20 被造物は虚無に服していますが、それは、自
分の意志によるものではなく、服従させた方の意
志によるものであり、同時に希望も持っていま
す。 
21 つまり、被造物も、いつか滅びへの隷属から
解放されて、神の子供たちの栄光に輝く自由にあ
ずかれるからです。 
22 被造物がすべて今日まで、共にうめき、共に
産みの苦しみを味わっていることを、わたしたち
は知っています。 
23 被造物だけでなく、“霊”の初穂をいただいて
いるわたしたちも、神の子とされること、つま
り、体の贖われることを、心の中でうめきながら
待ち望んでいます。 
24 わたしたちは、このような希望によって救わ
れているのです。 
見えるものに対する希望は希望ではありません。 
現に見ているものをだれがなお望むでしょうか。 
25 わたしたちは、目に見えないものを望んでい
るなら、忍耐して待ち望むのです。 
26 同様に、“霊”も弱いわたしたちを助けてくだ
さいます。 
わたしたちはどう祈るべきかを知りませんが、
“霊”自らが、言葉に表せないうめきをもって執り
成してくださるからです。 
27 人の心を見抜く方は、“霊”の思いが何である
かを知っておられます。“霊”は、神の御心に従っ
て、聖なる者たちのために執り成してくださるか
らです。 

1)被造物のうめき 

どんなに美しい山の景色も海の景色も紅葉も花も
鳥も動物も、悲しいことに人間の罪の影響を受け
ており創造された当初の美しさから比べると汚れ
たもの、輝きを失ったものとなってしまっていま
す。そしてなにより「死」の支配下に置かれてい
ます。 
こんなに美しく、こんなに素晴らしいのに「罪の
影響下」にあるので、本来の輝きを失っていると
考えられるのです。 

19 被造物は、神の子たちの現れるのを切に待ち
望んでいます。 
20 被造物は虚無に服していますが、それは、自
分の意志によるものではなく、服従させた方の意
志によるものであり、同時に希望も持っていま
す。 
21 つまり、被造物も、いつか滅びへの隷属から
解放されて、神の子供たちの栄光に輝く自由にあ
ずかれるからです。 
22 被造物がすべて今日まで、共にうめき、共に
産みの苦しみを味わっていることを、わたしたち
は知っています。 

そして全ての被造物が「虚無から解放されて輝き
を取り戻す日を待ち望んでいるのだ」とパウロは
語ります。 
私たちの目には「咲いている時も枯れていく時
も、それなりの美しさ」を感じますが、実は、そ
れは罪の下に置かれている儚（はかな）さをとも
なう美しさであり、神様の創造のはじめには完全
な姿があったはずなのです。 

2)人間のうめきと希望 
私たちもまた、「罪の影響下に生きている」ので
さまざまな不具合、困難を感じながら生きていま
す。 
しかし、神様の計画の中には私たちの「新創造」
があることをパウロは教えています。 
実は、私たちはパウロに言われるまでもなく、特
に現代人は「身体と霊と魂のアンバランス」が顕
著です。 



神様を信じ、罪の赦しを得ていても、まだ肉体を
持ってこの世界に生きている私たちは救いの実相
をなかなか信じることができにくく、神の愛を実
体験することも簡単にはできません。 
頭ではわかっているのですが、でも、それが全身
体、全存在で受け止めることが難しいのです。 
だからこそ、ときどき、自分は救われているのだ
ろうかとか、罪が赦されるというけれどそれでど
んな良いことをもたらすのだろうなどと疑問を感
じたり、悩んだりするわけです。 
まだ不完全さのなかに生きているからです。 
「霊による初穂」という言葉がありましたが、「初
穂」という言葉は「神様に献げられるために取り
分けられた良いもの」という意味を持っていま
す。聖霊によってキリストによる福音を理解し、
信じることができた私たち、そして 
神に捧げられるようにと取り分けられるような重
要な存在とされた私たち」ということになりま
す。 
しかし、この箇所では「霊による初穂をいただい
ている」となっていました 
「霊による初穂」というのは「霊によってもたら
された救い」であり、一番素晴らしいところを神
様が一番先に私たちに与えてくださったという意
味があるのだと思います。 
まず御霊が私たちに与えられ、御霊が私たちの中
に住んでくださる、そして、そのあとで肉体的な
完成がもたらされるということです。 

でも、今は不確実、不安いっぱいの中に置かれて
います。 
しかし、やがて救いの完成形を味わう日がきま
す。 
やがて、永遠という概念がどういう状況なのか実
体験できる日がきます。 
神の前に「初穂として整えられる日」が必ず来る
のです。 

それまでの間、被造物すべて、また私たち人間も
悩み、はがゆい思いをするわけです。 

パウロはその状況を「うめき」という言葉で表現
しています。 

3)聖霊のとりなし 
24 わたしたちは、このような希望によって救わ
れているのです。 
見えるものに対する希望は希望ではありません。 
現に見ているものをだれがなお望むでしょうか。 
25 わたしたちは、目に見えないものを望んでい
るなら、 
忍耐して待ち望むのです。 
26 同様に、“霊”も弱いわたしたちを助けてくだ
さいます。 
わたしたちはどう祈るべきかを知りませんが、 
“霊”自らが、言葉に表せないうめきをもって執り
成してくださるからです。 
27 人の心を見抜く方は、“霊”の思いが何である
かを知っておられます。 
“霊”は、神の御心に従って、聖なる者たちのため
に執り成してくださるからです。 
とパウロは書きました。 
聖霊がわたしたちのうめきを受け止め、それを父
なる神に届けるために 
とりなしをしてくださるのだというのです。 
イエス様は十字架によって私たちの罪を赦し、神
の子供としての 
立場を与えてくださいました。 
聖霊は、私たちの心のうめきを聞き、それを全部
神様のところにとりなして、 
届けてくださいます。 
私たちは実は、何をどう祈ったら良いのかわから
ないのです。 
祈りの中には「願い事・嘆願」も含まれますが、
それが祈りの全てではありません。 
そもそも、言葉にできている願い事は、どうなれ
ば良いのか、どうすれば良いのかある程度見当を
つけることができる内容が多いのです。 
気をつけないと、単に神様を利用するだけの祈り
になる可能性があります。 
本当に真剣な心の内側を神様に点検して欲しい
時、私たちは言葉で全てを表現できません。 



その際の祈りとは私たちの「うめき」でしかあり
ません。 
そこで、心の深いところにある「闇・不安・心配・
告白・意識」を神様に届けるためのとりなし手が
必要になります。 

「慰め主・助け主・弁護者である聖霊」が私たち
のために「とりなし」をしてくださる。 
つまり、神の霊が私たちの心をさぐり、それをす
べてご自身の恵みの中に引き取って、父なる神様
のもとに届けてくださるのです。 
ですから、私たちは言葉にならない「深い混迷・
恐れ・不安」などを、そういうものがあると自覚
できる状況に意識を向ける必要がありますね。 
黙想はそのために有益です。 
そして、そこに出てくる様々なを思いを神様は恵
み深く受け止めてくださることを信じましょう。 

当然ながら、言葉による祈りも私たちには必要で
す。 
理性で祈ることも大切だからです。 
主の祈りは代表的な祈りですね。 
そして、祈りとして詩編を理解することも大切で
す。 
詩編を静かに読む時、実は私たちは神と対話し、 
自らの心の中にあるさまざまな状況を神様の前に 
注ぎ出すことができるのです。そこには賛美があ
り、嘆きがあり、悔い改めがあり嘆願がありま
す。祈りの要素がそこにはぎっしり詰まっている
のです。 
ボンヘッファーという神学者は詩篇はキリストの
祈りだと言いました。 
「神を信じる人間の祈り」として詩編をゆっくり
丁寧に読むことをおすすめします。 
詩篇講読の重要性は、その読書が祈りに通じてい
るからです。 

いずれにしても、聖霊のとりなしのおかげで、言
葉にできないような私たちの弱さや不安を神様は
全部受け止めてくださっていると信じることがで
きたら、どんなに心が軽くなることでしょう。 

上手な言葉での祈りは不要です。 
下手で良いのです。言葉に出せないようなうめき
でも良いのです。 
聖霊は必ずその思いを受け止めてくださいますか
ら。聖霊は私たちの慰め主・助け主・弁護者です。 
希望は常にあるのです。 
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